
  

 

 

 

 

 

 

 

避難訓練！ 「自分の命は自分で守る」    
４月３０日（水）に、今年度初めての避難訓練を

行いました。まずは、朝の会の前に教頭先生がテレ

ビ放送で、避難するときの大切な約束や上手な避 

難の仕方について、話してくださいました。 

 

２時間目の後半、３階の理科室から出火した想定で、避難訓練開始です。子どもたちは、

朝の放送で学んだ約束をよく守り、真剣に取り組むことができました。 

 

 

 

 

 

 

訓練の後は、各学年に分かれて振り返りタイム

です。「出火場所は聞き取れたかな？」「先生がいないときでも、自分たちで避難する方向

が分かるかな？」「避難場所に到着したら、どうするといいのかな？」「火災の時は、窓を閉

めて、地震の時は、窓を開けておくのはなぜか分かるかな？」など、学年に応じて、話し合っ

ていました。訓練は、本番のように本気ですること。そうすれば、万が一避難が必要になった

時には、訓練した通りにすればよいのです。 

安全に避難するための２つの約束 

① 放送の聞き方（体の動きをとめて！だまって！） 

② 「お・は・し・も・ち」のきまり（おさない・はしらない・しゃべらない・もどらない・ちかづかない） 

下西っ子
 

倉敷市立下津井西小学校 学校だより 
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（木） 

火災のおそろしさから、身を守るために 

   ・火からはなれる →避難経路を考えて 

   ・頭を守る →帽子で 

   ・けむりをすわない →ハンカチやマスクで 

テレビ放送を真剣に視る 4年生 


